
 

 

 

 

 

 

 

 

大正時代に作られた「ちょこべー」。 

名前の由来は「おちょこ」のちょこから。 

一番左の「カネベー」と並べると 

親子みたいだね。 

男巻きで回すんだよ。 

 

 
こどもはグラチャン以来のグッチ、女流はまみぃが２年連続で獲得 

 春はあけぼの、やうやう白くなりゆく山ぎわ少しあかりて．．．．。まさに

春爛漫のベーゴマ日和となった４月１０日（日）板橋区立七軒家公園で「第

三期中高王戦」を開催した。新入学の豆
まめ

虎
とら

がＮＩＢデビュー、キイチ軍団

との熾烈な戦いが始まりそうだ。今回から２次予選を導入したことにより、

戦いはさらにヒートアップ。実力が分かるから、気を抜かずに行こう。 

 第２コーナーに差し掛かった名人戦は、勝点１８を獲得した松ちゃんが

トップ。じっと２位をキープするミスターが不気味だ。ハルクは１ケ月天

下で３位に転落、考えすぎじゃないの～。子どもは篠ヒデが１位をキープ、

総合でも４位につけている。２位はダイゴ、総合でも先月の３１位から一 

気に７位に躍進とはすごい。女流はミセスが３２点でトップだが、チユリ

ちゃんが３０点でピッタリつけてきた。まだまだ分からないぞー。 

 気温も上がり午後からは「第三期中高王戦」だ。１次予選の後、メンバ

ーをシャッフルし、２次予選までの合計獲得点が多い順に決勝へ進めると

いう新ルール。まさに「進化する会ＮＩＢ」ならではのルール改正だ。こ

の新ルールで決勝へ進んだのはナベ、RYO 加藤、グッチ、ダイゴ、中島

名人、まみぃ、池ママ、松ちゃん、イッサ望月、ヒラリン、イクヤ、トシ

田口の１２名。今回は特に子どもの活躍が目に付いた。まずはダイゴがイ

クヤを、RYO 加藤が池ママを倒すと、グッチはヒラリン、イッサを叩き

のめし準決勝へ進出し、子どもの部優勝を決める。やった、気持ちイー！

一方、好調まみぃはナベを下し、２年連続の女流王を決めたが、名人の耐

久戦法の前に涙を飲む。ちょっと、それでいいの名人。そんな事だから松

ちゃんにすっ飛ばされたじゃないの。 

そして迎えた決勝戦は好調ダイゴとグッチをしりぞけたトシ田口VS松

ちゃん。予選からダントツの二人だから、当然といえば当然の対決だ。

自信の裏づけがある松ちゃん、手の震えもなく一文字に結んだ口元が

凛々しい。リキが入る二人、目一杯の力で投げ入れられたベーが床を駆

け抜ける。低く沈んだ松ベーがトシベーのケツを取る。バキーン、トシ

ベーを見事にすっ飛ばし松ちゃんがまず一本取る。ふーっと息を吐くト

シ、時折吹く突風にケヤキの梢もざわめく。審判の声に両者のベーが投

げ入れられる。トシベーが松ベーに果敢に挑みかかる。２回、３回、執

拗に攻撃を仕掛けるトシベー。しかし、どっしり重たい松ベーはこれを

こらえ耐久に持ち込む。２連勝で松ちゃんが第三期中高王を決める。こ

れだからやめられないね、松ちゃん。でも松ちゃん、重さで勝ったって

言われても気分悪くしないでね～。 
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